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ところ、生存期間は群間で有意に異なっていた（治療群 vs 対象群＝145.4±1.4 vs 139.2
±1.2）。組織学的には、ドナー細胞はNeuN、DCX、GFAP、Iba1陰性だった。ホスト由来の
Iba1陽性細胞の浸潤が見られたものの、その多くはArg1陽性だった。シャム手術群におい
ても同様のホストマイクログリアの浸潤が見られ、手術侵襲によるものと考えられた。 
考 察 
本研究では細胞シート移植を用いることで、脳室投与と比べ、より長期に渡りドナー細
胞を保持できることを示した。移植部位ではp-Aktの発現増加が見られ、HAC-MSCの持つ細
胞保護効果をある程度反映しているものと考えられる。移植後のドナー細胞はニューロン、
グリア細胞のいずれのマーカーにも陰性であり、これは我々の先行研究と合致している。
移植後のMSCがどのように分化するかは様々な報告があり、移植後の微小環境に影響される
と考えられる。 
一方で、本研究で示されたALSモデルマウスに対する治療効果は限定的であった。これは
細胞シート移植に使用した細胞数が少ないこと、細胞シートの生存期間が未だ短いことが
要因として考えられる。多層構造の細胞シート移植や血管内皮前駆細胞などとの混合移植、
あるいはホストマイクログリアの制御といった移植条件の最適化により、さらなる改善の
可能性がある。また細胞シート移植と脳室投与は、必ずしも排他的ではなく、組み合わせ
によってさらなる効果が期待できる。 
結 論 
HAC-MSCシートの細胞保護効果は、ALSなどの慢性疾患だけでなく、脊髄損傷や虚血性脳卒
中などの急性疾患にも応用できる。HACベクターに他の栄養因子やキータンパク質を導入す
ることも可能であり、今後の発展が期待される。 
